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＜連絡事項＞
・連絡事項なし。

＜入室状況＞
【転出】
・田中　榮藏様　東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット119号室

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～膀胱留置カテーテル交換実施。

・天間　イト様～不眠時（エスゾピクロン）のIFオーダー追加指示、処方あり。

・三浦　榮子様～介護認定調査実施。

・青木　昭弘様～臨時薬カルバマゼピン錠100ｍｇ1 錠 、 ロドピン錠25ｍｇ 1 錠  1日1回　　　　　　　　昼食後追加となる。

・木村　聡様～就床前薬フルニトラゼパム錠2ｍｇ1 錠 、 ヒルナミン錠5ｍｇ 1 錠  
1日1回　ねる前へ内容変更となる。

・日登 惠子様～リスパダールＯＤ錠0.5ｍｇ 1 錠  1日1回　夕食後追加となる。

・榎木平　峰子様～採血結果（Ck緊急値　BNP↑　K↓）よりアスパラカリウム錠300ｍｇ 3 錠1日3回　毎食後　3日分処方。点滴1本追加。胸部レントゲン、胸腹部ＣＴ（頚部から骨盤部まで）、心電図指示あり。臨時薬リクシアナＯＤ錠30ｍｇ 1 錠
　　　　　　　　　　1日1回　朝食後　8日分処方。明日採血指示あり。

[bookmark: _GoBack]・高屋敷　正規様～連日発熱みられ胸部レントゲン、採血指示あり施行。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。自室からでて来る事なく過ごされ、不潔、異食行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。来詰あり、そのままCユニットへ行こうとすることありスタッフ介入している。午前は自分で入室するも午後は抵抗強くスタッフ2名で対応している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。9時～16時の開放観察実施。独語や放歌、奇異な様子はなく落ち着いて過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。開放観察中、自室から出てくることなく過ごされ、自室内では脱衣行為あり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・榎木平　峰子様～身体拘束中。微熱あるも他はバイタルサイン異常無く酸素飽和度低下なし。食事は各食1/2摂取され、疎通もとれている。点滴トラブルなく拘束部位の循環障害、皮膚障害なし。本日の採血結果CK1915U/Lと緊急値であり、柞木田Dr指示にて胸部、腹部CT、胸部X-P、心電図検査実施。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察状況＞
・和田 純弥様～終日隔離継続、開放観察時間変更なし。

・風張 久美子様～臨時薬レキサルティ1mg増量となる。

・長浜 厚子様～本日採血。レントゲンオーダー。西病棟転出許可あり。

・滝田 英人様～著変なし。

・和田 昌様～採血結果、低Na血症あり。食事にふりかけ指示あり。

・淵沢 和子様～悲観的な言動は見られず。抗うつ薬増量する。精神症状が安定すれば、南病棟へ転出し、リハビリを行ってもらう。

＜新入院情報＞
日　　時：令和6年8月27日　15：20
　氏　　名：田中　啓司（たなか　けいじ）様
　生年月日：昭和36年11月25日(62歳)
　病　　名：前頭側頭葉変性症（ロゴペニック型進行性失語）
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　本日当院受診後、自宅に帰ってから怒りっぽくなり、妻様をげんこつで叩いたとの
こと。その後、スコップでも叩かれそうになったとのこと。妻様が対応できず、警察
を呼んだとのこと。妻様が対応が困難であるとのことで、入院希望あり。
ケアマネへ警察より連絡があり、本人様の状態が自宅に見れる感じがない為、第一選
択は、当院の入院、第二選択は、他の病院での入院、第三選択は、ショート等のサー
ビス利用の検討し、まずは、当院へ連絡するように指示があったとのこと。
報告には上がっていないが、最近、結び家でもスタッフに対して、イライラしている
様子や口調の強さや他者との関わりを避けるように個室に閉じこもる様子があったと
のこと。症状改善、環境調整目的にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
